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 １月末、イラクにおいて戦後二度目の地方議会選挙が実施された。地方議会選挙法に基

づき実施された今回の選挙には、イラクの全 18 県の内 14 県が参加した。 

 

１．選挙のシステム等 

（１）全体的システム 

 投票は、政党の名前が書かれた用紙に政党もしくは候補者をチェックする秘密投票で実

施され、政党は 3 名以上の県別のリストを作り選挙活動を実施した。前回と異なるのは、

個人に対しても投票できるようになったこと及び女性の取り扱いである。前回は 25%以上

の女性議員を保証したが、今回は 3 分の 1 以上の女性をリストに載せるという形に改めら

れた。この場合、政党はリストの下位に女性を集中させることができるようになり、女性

の参加という意味では後退だという指摘もなされたが、これらの批判もあり、結局は３分

の１の女性議員を含むという形に落ち着いた。また、治安上の懸念が比較的低下したこと

から、候補者の名前を出して選挙活動をしても暗殺の危険性が減じ、選挙は公に名前を出

して実施された。有権者は、配給表等を提示して事前に有権者登録を実施し、名簿に記載

された氏名を確認し、投票後には青いインクを指につけて投票済みとする方法が今回も採

用された。 

（２）概要 

 今回の選挙は 18 県の内の 14 県において、総計 440 議席をめぐり 14,000 名の候補者が立

候補した。投票率は 51%と、予測されたよりも低かった。 

 

２．選挙の意義 

 今次選挙は、主として以下のような意義があったものと考えられる。 

（１）安全で円滑な選挙の実施 

 今回の選挙は、相対的に安全に選挙が実施された。投票所付近で爆弾が発見されたり、5

名の候補者が殺害されたりと問題も発生したが、これまでの選挙と比較すれば、はるかに

安全に選挙が実施された。前回の選挙のように、投票ができない投票所があったり、どの

時間帯に行けば襲われにくいかという噂が回ったり、あるいは安全のために早い時間に投

票所が閉まることがあったような状況と比較すれば、有権者のために投票時間が 1 時間繰

り下げられた今回は全く異なった。不安視されたニノワ、ディヤーラ等の県でも大きな事

件は発生しなかった。実際のところ、治安が改善したという印象を国民に広く誇示する機

会となったという意味では、大きな成果であったと言えよう。 

 投票所で候補者の名前がない、投票所の案内が不十分、あるいは選挙違反があったとの



主張も一部にあるが、選挙結果に重大な影響を及ぼす不正はなかったとされている。 

（２）国民参加 

 前回の総選挙はほとんどのスンニー派政党がボイコットし、地方議会の議席が宗派・民

族と比較しアンバランスになり、その後の政治的問題へとつながり、あるいは宗派・民族

対立を煽る要因の一つとなった。今回の選挙は主要な政党がほぼすべて参加する初めての

選挙となり、国民の多くは戦後初の民主主義への参加を実感することになった。 

 その一方で投票率が低い一因には、国民の中に選挙参加への失望もあったように思われ

る。たとえばイラク・イスラーム最高評議会（SICI）のような宗教政党による統治に期待

して前回の選挙まで彼らを支持しながらも安定や生活の向上が実感できない人々は、宗教

指導者による宗教政党への投票呼びかけがありながらも、SICI への投票に躊躇し、あるい

は強引な政策を進めるマーリキー首相支持もできず、棄権したのかもしれない。しかし結

果としては、現在のイラクの宗派・民族比率に比較的相応で、それぞれの勢力図がある程

度国民に納得できる形で出されたようにも思われる。 

（３）政治家の実績への評価 

 イラクの安定を一定程度進展させて実績を強調し、重要なメディア等を握って広報戦略

を遂行できたマーリキー首相のダアワ党および首相が支持する友愛党（ハドバ）に対する

評価は高かったようだ。その一方で、地方行政を任されても実績がでなかったと受け止め

られた SICI への支持は低くとどまったようであった。イラクの歴史は常に中央と地方のせ

めぎ合いであるが、中央で権限を有する首相の政党が地方で一定の支持を受けることは、

ある意味での安定に貢献することは確かであろう。また、さまざまな問題が残る中で、今

回の選挙では争点を暴力ではなく、民主的に争ったことは評価できる。 

 

３．選挙の評価 

 20 日、イラク独立高等選挙委員会は、表 1 の通りの最終発表を実施した。選挙の評価は

以下の通りである。 

（１）マーリキー首相系の躍進 

 今回の地方議会選挙において目立つのは、マーリキー首相のダアワ党の躍進であろう。

分裂を繰り返した結果、マーリキー首相のダアワ党は現在、国会の 280 議席のうち 6 議席

しか抑えられていない。その一方で、「米軍なきあとのマーリキー」がどうなるのかは、イ

ラクの今後を占う上で極めて重要であろう。このような中で治安回復の手腕を強調し、う

まく広報戦術を進めてきたマーリキー首相は、躍進に成功したということができよう。ま

た、当初から支援を表明してきたニノワ県のハドバー党のみならず、当面のライバルであ

る SICI に対抗するために、サドル勢力との連立の可能性も示唆しており、これらを加える

と、14 県中６県で第一党となることが見込まれる。しかしながら、強引な手法を繰り返し

てきたマーリキー首相に対する批判も根強い。 

 選挙の結果、再び「イラク･ファースト派」と「宗派・民俗・ファースト派」がしのぎを



削る状況が現れるようにも思われる。政治舞台でこれらは、「イラクの統一強化」と「連邦

制導入」に分かれるが、1 月には南部でシーア派独立地域の設立を主張する SICI がバスラ

県を憲法に基づき「地域」に昇格させるべく、住民投票を実施しようとして、十分な署名

を集められずに失敗した。この背景には、宗派・民族・ファーストの主張への警戒感と共

に、イランの影響力伸長への懸念が存在すると考えられる。 

 

表 1：各県での政党別得票 

Al-Hadbaa National List 19 435,595 首相支援のスンニ部族系Salahuddin Accordance Front 5 57,264 対話戦線
Brotherhood Ninawa 12 273,458 KDP+PUK他 Iraqi National List 5 56,853 INA等世俗派
Islamic Party 3 60,191 イスラーム党 National Iraqi Project Front 3 35,482
Independent al- Shibki 1 12,949 シブキー National Iraqi Project Gathering 3 35,131 合意戦線
National Ishtar List 1 13,760 キリスト教 Group of Iraq Educated and Scientists 2 23,772
Yazidi Movement for Reform and Progress 1 6,174 ヤジーディ Iraqi Turkomen Front 2 19,013

Liberation and Construction Front 2 18,743

Accordance Front 9 91,135 合意戦線 Salahuddin National List 2 18,079

National Iraqi Project Gathering 6 66,309 対話戦線 Brotherhood and Peaceful Coexistence2 17,651
Kurdistan Alliance 6 62,219 KDP+PUK他 State of Law 2 14,422 ダアワ党（マーリキー）
Iraqi National List 3 42,650 INA等世俗派
State of Law 2 27,408 ダアワ党（マーリキー） Iraq Awakening Coalition 8 56,262 サフワ系（アブー・リーシャ）
Diyala National Allince 2 25,068 National Iraqi Project Gathering 6 53,484 対話戦線
Reform Movement/al-Jaafari 1 20,140 ダアワ党（ジャアファリー）Tribes and Educated Coalition 6 51,733 イスラーム党＋部族

National Movement for Development and Reform3 23,835
State of Law 28 641,925 ダアワ党（マーリキー） Iraqi list 2 21,551 INA等世俗派
National Accordance Front 7 153,219 合意戦線 National Unified List 2 14,439
Independent Free Movement List 5 151,093 サドル勢力 Iraq Tribal List 2 13,798
Iraqi National Front 5 148,133 世俗派
National Iraqi Project Gathering 4 113,787 対話戦線 State of Law 8 60,914 ダアワ党（マーリキー）
Al-Mehrab Martyr List 3 91,759 SICI Al-Mehrab Martyr List 5 40,365 SICI
Reform Movement/al-Jaafari 3 71,663 ダアワ党（ジャアファリー）Independent Free Movement List 3 30,119 サドル勢力
Ali Hussein Al-Sabiri 1 241 サバエ Reform Movement/al-Jaafari 3 21,055 ダアワ党（ジャアファリー）
National Ishtar List 1 4,334 キリスト教 Iraqi Commission 3 19,875 世俗系／NGO

Independent Justice Association 3 17,683
State of Law 13 47,835 ダアワ党（マーリキー） Iraqi National List 3 17,017 INA等世俗派
Al-Mehrab Martyr List 6 30,712 SICI Independent Followers List 2 16,493
Independent Free Movement List 3 18,261 サドル勢力
Iraqi National List 3 14,596 INA等世俗派 Youssef Mohammed al-Haboubi 1 37,846
Iraqi Constitutional Party 3 12,235 ボーラーニー内相 Al-Rafidain List 9 26,967 アッシリア系

State of Law 9 25,649 ダアワ党（マーリキー）
State of Law 13 107,410 ダアワ党（マーリキー） Al-Mehrab Martyr List 4 19,346 SICI
Independent Free Movement List 7 61,929 サドル勢力 Independent Free Movement List 4 19,215 サドル勢力
Al-Mehrab Martyr List 5 51,463 SICI
National Reform Movement 4 34,255 ダアワ党（ジャアファリー）State of Law 7 54,907 ダアワ党（マーリキー）

Fadhila 2 27,138 ファディーラ党 Al-Mehrab Martyr List 7 50,146 SICI

Independent Free Movement List 6 40,186 サドル勢力
State of Law 11 78,276 ダアワ党（マーリキー） Loyalty to Najaf 4 30,219 Adnan al-Zurqi
Al-Mehrab Martyr List 5 38,972 SICI Reform Movement/al-Jaafari 2 23,377 ダアワ党（ジャアファリー）
Iraqi National List 3 27,687 INA等世俗派 Independent Najaf Union 2 12,766
Reform Movement/al-Jaafari 3 26,738 ダアワ党（ジャアファリー）
Independent Free Movement List 2 21,742 サドル勢力 State of Law 8 42,214 ダアワ党（マーリキー）
Islamic Loyality Party 2 14,054 Al-Mehrab Martyr List 8 35,093 SICI
Fadhila 2 13,596 ファディーラ党 Independent Free Movement List 7 35,075 サドル勢力

Reform Movement/al-Jaafari 4 20,144 ダアワ党（ジャアファリー）
State of Law 5 22,627 ダアワ党（マーリキー）
Al-Mehrab Martyr List 5 19,448 SICI State of Law 20 239,007 ダアワ党（マーリキー）
Al-Joumhour List 3 14,520 Al-Mehrab Martyr List 5 74,879 SICI
National Reform Movement 3 12,878 ダアワ党（ジャアファリー）Gathering of Justice and Unity 2 34,862 独立系・2008年8月設立
Independent Free Movement List 2 11,436 サドル勢力 Independent Free Movement List 2 32,020 サドル勢力
Group for Muthanna 2 10,867 Islamic Party 2 24,813 イスラーム党
Independent National List 2 9,854 Iraqi National List 2 21,091 INA等世俗派
The Gathering of Iraqi Professionals 2 8,941 Fadhila 1 20,932 ファディーラ党
Middle Euphrates Group 2 8,322 Kildani Democratic Union 1 227 キリスト教

左から政党登録名、獲得議席数、獲得票数、中央政治の政党名等備考。黄色背景は少数民族枠獲得政党
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（２）スンニー派政党の躍進 

 前回の総選挙においては、イスラーム党以外のスンニー派政党は選挙をボイコットした。

今回の選挙においては、既存のスンニー派政党に加え、カーイダに対抗して米軍が雇用し

た民兵組織であるサフワ運動を基盤とした新政党が参画した。このことにより、スンニー

派が多数派を占める諸県でスンニー系政党が躍進した。前回の地方選挙と比較し、表２の



通りの比較が可能である。なお、届け出のリストの枠組み等が異なるため、この表は必ず

しも正確に比較を可能にさせてはいないので、あくまで参考にとどめていただきたいが、

クルド系を黄色、スンニー系を緑、シーア系を青に色分けしてある。 

表 2：県別の地方選挙得票率比較 

県名／グループ名
クルド
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その他 県知事

05年 75.6% 12.2% 4.9% 7.3%

09年 35.3% 55.9% 8.8%
05年 19.5% 4.9% 7.3% 7.3% 61.0%
09年 7.1% 17.9% 17.9% 10.7% 46.4%
05年 17.1% 34.1% 17.1% SICI
09年 20.7% 6.9% 6.9% 10.3% 31.0% 20.7% 3.4% 0.0%
05年 70.7% 29.3%
09年 6.9% 20.7% 20.7% 51.7%
05年 2.0% 21.6% 54.9% 11.8% 3.9% 5.9% SICI
09年 9.1% 50.9% 5.5% 9.1% 12.7% 7.3% 5.5%
05年 100.0%
09年 10.0% 26.7% 16.7% 10.0% 10.0% 26.7%
05年 75.6% 4.9% 9.8% Sadr
09年 10.7% 46.4% 21.4% 10.7% 10.7%
05年 51.2% 12.2% 36.6% SICI
09年 14.8% 33.3% 14.8% 37.0%
05年 26.8% 26.8% 9.8% 24.4% 36.6% SICI
09年 22.6% 41.9% 16.1% 6.5% 12.9%
05年 46.3% 4.9% 7.3% 41.5% SICI
09年 21.4% 25.0% 25.0% 7.1% 21.4%
05年 7.3% 4.9% 48.8% 7.3% 7.3% 7.3% 24.4% SICI
09年 7.1% 39.3% 17.9% 7.1% 10.7% 10.7% 7.1%
05年 36.6% 2.4% 14.6% 9.8% 12.2% 36.6% Sadr
09年 25.9% 29.6% 29.6% 14.8%
05年 9.8% 19.5% 14.6% 12.2% 43.9% Da'awa
09年 7.7% 19.2% 19.2% 11.5% 42.3%
05年 7.3% 48.8% 29.3% 9.8% 4.9% Fadhila
09年 5.9% 58.8% 14.7% 2.9% 5.9% 5.9% 5.9%
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 スンニー派が主流を占める地域で逆に獲得票を減らしたのは、人口に比して多くの議席

を獲得してきたクルド系およびシーア派系政党であった。また、イスラーム党は大幅に票

を減らす可能性も指摘されてきたが、部族勢力を取り込むことにより、一定の得票を維持

したようである。他方、アンバール県では、取り込むことのできなかった部族勢力が選挙

の不正を理由にイスラーム党を敵視しており、武力衝突も辞さない構えを見せている。 

（３）宗派・民族対立の行方 

 イラクにおける宗派・民族対立はいまだに解消したとは言えない。問題を先送りしてい

る中でも、重要になりそうなのは、キルクークの帰属である。今回の選挙に際しては、ク

ルド地方議会を有するクルド地区に加え、キルクークの所在するタアミーム県の議会選挙

が先送りされた（クルド地方選挙は 5 月に予定されている）。巨大油田のあるキルクークに

対しては、クルド人、アラブ人、トルコマン等が領有を主張しており、潜在的な係争地に

なっているが、クルド側は、憲法 140 条（07 年末までにキルクークの帰属を決める住民投

票を実施する条項で、現在まで未実施）にしたがい、住民投票を実施して県議会選挙をお

こなえばいいと主張していた。これに対してアラブ人等は、今の状況で住民投票を実施す

れば混乱は必至であり、とりあえず民族別にクォータを決めたうえで、県議会選挙を実施

するよう提案した。これにクルドが反発し、地方議会選挙法の制定が遅れ、昨年 10 月に実



施するはずの選挙自体が 1 月にまでずれ込んだうえに、タアミーム県の選挙は当面先送り

された。タアミーム県の帰趨については 3 月末までに合意に達することになっているが、

問題の解決は容易ではなく、今後は民族対立に焦点があたる可能性が高まっている。 

 一部の報道等で

は、国民は宗派・民

族対立に嫌気がさ

しており、宗教政党

の後退および世俗

政党の躍進が顕著

とされている。確か

に国民は宗派・民族

対立に嫌気がさし

ているが、世俗政党

の躍進とまで断言

はできないように

も思われる。前回の選挙に参加しなかったスンニー派世俗系政党が票を伸ばしたり、部族

色の強い政党が躍進したのは事実ながら、世俗政党として代表的なイラク国民合意（INA）

等の連合であるイラク・リストは、票を伸ばしていないばかりか、過去 2 回の選挙と比較

しても得票率を後退させているのである（表 3 参照）。 

（４）今後の不安材料 

 イラクの地方議会選挙は総論として成功であったように思われる。しかしながら、前述

の不安材料に加えて、まだいくつかの不安材料が残っている。第一に、マーリキー首相が

選挙での勝利に乗じて、これまでと同様あるいはそれ以上に強硬に出る場合、それに対す

る反発がどうなるか。第二に、イランの影響力強化に向けた巻き返しがあるのか。第三に、

地方選挙は国政に直接影響しないとしても、今後の政治的連立等にいかなる影響を及ぼす

か。そして第四に、敗北した政党が治安を含む権限を円滑且つ平和的に勝者に対して渡し

ていくのか。特に、現在の県知事が第一党の手に渡る場合、すべての県で県知事が変わる

状況にある中では、この問題は小さくない（表 2 ご参照）。 
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